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済
対
策
か
ら
、
雇
用
や
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小
零

細
企
業
や
伝
統
地
場
産
業
が
主
役
の
経
済
へ
の
転
換

を
求
め
、
▽
家
賃
や
リ
ー
ス
代
な
ど
固
定
費
へ
の
補

助
制
度
創
設
▽
制
度
融
資
の
返
済
猶
予
延
長
▽
住
宅

改
修
助
成
制
度
創
設
の
中
小
零
細
企
業
・
地
元
業
者

向
け
の
三
つ
の
緊
急
支
援
策
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま

た
、
農
産
物
の
完
全
自
由
化
を
持
ち
込
む
日
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
に
知
事
が
反
対
を
表
明
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
問
題
で
は
、
府
か
ら
三
億
六
千
万
円

の
補
助
金
を
受
け
な
が
ら
派
遣
労
働
者
を
解
雇
し
た

ジ
ヤ
ト
コ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
知
事
が
ジ
ヤ
ト
コ

に
雇
用
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

社
会
保
障
・
地
域
医
療
の
再
生
と 

社
会
保
障
費
削
減
路
線
の
撤
廃
を

　
「
社
会
保
障
費
削
減
路
線
の
撤
廃
を
求
め
よ
」
と

の
み
つ
な
が
議
員
の
質
問
に
、
知
事
は
「
社
会
保
障

構
造
改
革
路
線
を 

府
政
に
持
ち
込
ん
で
き
た
反
省
を

　

み
つ
な
が
議
員
は
、
山
田
知
事
が
「
小
泉
構
造
改

革
に
同
感
」
と
述
べ
、
市
町
村
合
併
の
押
し
つ
け
、

府
立
洛
東
病
院
の
廃
止
、
保
健
所
・
土
木
事
務
所
の

統
廃
合
な
ど
「
構
造
改
革
」
路
線
を
京
都
府
政
に
持

ち
込
み
、
府
民
生
活
や
地
域
を
壊
し
て
き
た
こ
と
を

示
し
、
転
換
と
反
省
を
迫
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
山
田
知
事
は
、構
造
改
革
に
つ
い
て「
地

域
の
活
力
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
こ
と
は
、
反
対
す

る
よ
う
な
話
で
は
な
い
」
と
す
り
替
え
、
反
省
の
態

度
を
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

誘
致
・
呼
び
込
み
型
の 

経
済
対
策
か
ら
の
転
換
を 

中
小
企
業
へ
の
緊
急
対
策
の
実
施
を

　

く
ら
し
の
問
題
で
は
、
誘
致
・
呼
び
込
み
型
の
経

代表質問

9月28日
みつなが 敦彦議員

（京都市左京区）

　
代
表
質
問
に
立
っ
た
み
つ
な
が
敦
彦
議
員
は
、
総
選
挙
で
「
構
造
改
革
」
路
線
へ
の
国
民
の
審
判
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
山
田
啓

二
知
事
に
同
路
線
の
転
換
を
迫
る
と
と
も
に
、
破
壊
さ
れ
た
地
域
経
済
・
地
方
自
治
・
医
療
・
社
会
保
障
・
教
育
の
立
て
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

府
民
生
活
を
破
壊
し
て
き
た「
構
造
改
革
」か
ら

い
の
ち
、く
ら
し
、営
業
を
守
る
府
政
に

今
度
は
京
都
府
政
を
変
え
る
と
き
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構
造
改
革
に
は
い
ち
早
く
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
独

自
の
対
策
も
進
め
た
」
と
削
減
路
線
の
見
直
し
要
求

に
こ
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

知
事
が
全
国
知
事
会
で
提
案
し
た「
国
保
一
元
化
」

に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
を
免
罪
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
検
討
会
」
を
中
止
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
が
、
知

事
は
拒
否
し
ま
し
た
。

　

み
つ
な
が
議
員
は
府
立
与
謝
の
海
病
院
の
脳
外
科

問
題
を
は
じ
め
と
し
た
北
部
医
療
の
問
題
、
公
立
南

丹
病
院
の
産
婦
人
科
問
題
な
ど
の
南
丹
医
療
圏
の
問

題
、
南
部
の
小
児
医
療
問
題
な
ど
、
各
地
域
の
深
刻

な
状
況
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
医
師
確
保
の

緊
急
対
策
本
部
と
、
医
師
会
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

者
に
よ
る
協
力
体
制
の
確
立
を
求
め
ま
し
た
。
知
事

は
「
全
国
で
最
も
努
力
し
て
き
た
」
と
答
え
、
具
体

的
な
対
応
に
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
と
地
域
の
再
生
を

　

府
が
案
を
つ
く
り
押
し
つ
け
て
き
た
市
町
村
合
併

も
「
市
町
村
長
が
提
案
し
議
会
が
議
決
。
最
終
的
な

判
断
は
市
町
村
長
が
し
た
」
と
責
任
逃
れ
の
答
弁
に

終
始
し
、
府
と
し
て
合
併
後
の
事
態
を
検
証
す
る
こ

と
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　

み
つ
な
が
議
員
は
、
市
町
村
合
併
は
総
務
省
出
身

の
副
知
事
が
市
町
村
に
出
か
け
、
強
引
に
推
進
し
て

き
た
の
は
周
知
の
事
実
と
指
摘
、「
知
事
は
国
民
の

審
判
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
。
府
民
の
代
表
と

し
て
真
摯
（
し
ん
し
）
に
向
き
合
う
べ
き
だ
」
と
厳

し
く
知
事
の
姿
勢
を
批
判
し
ま
し
た
。

格
差
と
競
争
の
教
育
か
ら
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保
障
し
、

ど
の
子
も
伸
び
る
教
育
へ
の
転
換
を

　

高
校
の
問
題
で
は
、
最
初
に
、
高
校
授
業
料
の
無

償
化
と
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

　

次
の
府
の
高
校
教
育
が
学
力
、
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
、
本
来
の
公
教
育
、
公
立
高
校
の
姿
と
は
か

け
離
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
生
徒
確
保
競
争
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い

る
学
校
現
場
を
紹
介
、
知
事
は
効
率
最
優
先
、
競
争

激
化
、
学
校
統
廃
合
を
進
め
る
つ
も
り
か
と
問
い
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
来
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る

丹
後
通
学
圏
の
定
数
募
集
定
員
の
見
直
し
を
求
め
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
教
育
長
は
、「
生
徒
は
、
部
活
動
や
学

校
行
事
な
ど
、充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
全
く
反
省
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

み
つ
な
が
議
員
は
、
府
立
高
校
を
経
営
の
観
点
で

分
析
し
、
学
校
統
廃
合
に
道
を
ひ
ら
く
「
包
括
外
部

監
査
」
を
知
事
が
具
体
化
し
な
い
よ
う
に
強
く
求
め

ま
し
た
。

知
事
選
挙
で
府
政
の
転
換
を

　

最
後
に
、
来
春
の
知
事
選
で
「
門
祐
輔
さ
ん
を
先

頭
に
、
構
造
改
革
の
被
害
者
で
あ
る
府
民
と
力
を
合

わ
せ
、
人
・
い
の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
京
都
府
政
を

実
現
す
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　知事答弁を聞き、情けなくなりました。私の府
民のくらしの実態や市町村合併による窮状を具体
的に述べたことに対し、「みつなが議員の質問は
つまみぐい」と述べ、その上、「物事には常に二
面性がある」と強弁しました。ところが、知事の
答弁は「やったやった」のオンパレードで、その
結果の検証も、問題の掘り下げもまったくない。
まさに「つまみぐい」答弁でした。
　しかも、市町村合併については、「市町が決め
たこと」と、知事が合併を押しつけた責任をとら
ず、責任転嫁までする…責任をとらない官僚の典
型という印象を持ちました。
　一方、本会議場は、いつもに比べ本当に静かで、
選挙の結果もあってか、知事選挙前のためか、ヤ
ジが飛ばず、事実に基づく質問は、まさに府民の
みなさんとの共同した力だなと実感しました。
	 ［みつなが敦彦］

　商工労働観光常任委員会で、丹後の産業が厳しい事態に陥っているもと
で、夏の天候不順で民宿・観光関連の厳しい実態をただし、「悉皆調査で
支援策の検討が必要ではないか」と求めました。
　商工部長は「悉皆調査と同等の聞き取りを行なっている。しっかりとした
支援を行なっていきたい」との答弁でした。私はそれだけの調査ができて
いるならば、個別企業等のプライバシーに配慮をして、出せる範囲での調査
の実態、影響状況の資料を請求しました。しかし、まったく見当違いの資料
を持ってきたので、委員長にも訂正を求め、直接再度資料要求をしましたが、
「観光の調査まとめはない」と資料がないことを認めたのです。
　商工部長、貴方の言う、悉皆調査に準じた調査とは一体何だったのです
か。やっていないことをやっているかのように描く答弁は許せません。

商工部長は
何処を調査したのか!!

原田　完（京都市中京区）

“怒り”
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行
の
府
営
水
供
給
能
力
で
十
分
ま
か
な
え
る
こ

と
か
ら
、
人
口
・
水
需
要
予
測
の
再
見
直
し
を

行
な
う
こ
と
。

　

④ 

人
口
・
水
需
要
予
測
を
見
直
せ
ば
、
天
ヶ
瀬
ダ

ム
再
開
発
に
よ
る
新
た
な
水
利
権
と
、
三
十
八

億
円
の
工
事
負
担
金
は
い
ら
な
く
な
る
こ
と
。

府
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
、「
カ
ラ
料
金
」

の
見
直
し
で
、
水
道
料
金
値
上
げ
を
抑
え
よ

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
を
抑
え

る
た
め
に
、
四
つ
の
提
案
を
行
な
い
、
知
事
に
迫
り

ま
し
た
。

　

① 

三
浄
水
接
続
は
、
非
常
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
が
目
的
で
あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

② 

使
っ
て
い
な
い
の
に
料
金
を
支
払
う
「
カ
ラ
料

金
」（
グ
ラ
フ
①
）
が
、
十
市
町
で
年
間
十
八

億
円
に
上
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
町
と
の
協

定
水
量
を
見
直
す
こ
と
。

　

③ 

受
水
十
市
町
に
つ
い
て
の
府
の
人
口
推
移
予
測

は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
予

測
と
大
き
な
開
き
が
あ
り
（
グ
ラ
フ
②
）、
現

代表質問

9月29日
まえくぼ 義由紀議員

（宇治市・久御山町）

　
九
月
二
十
九
日
、
ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
が
代
表
質
問
に
立
ち
、
府
営
水
道
の
宇
治
系
・
木
津
系
・
乙
訓
系
の
三
浄
水
が
来
春
接
続
の
予

定
で
あ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、
大
幅
な
水
道
料
金
値
上
げ
の
可
能
性
が
あ
る
問
題
で
、
具
体
的
な
提
案
も
示
し
て
、
値
上
げ
を
抑
え
る
工
夫

と
努
力
を
山
田
知
事
に
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
天
个
瀬
ダ
ム
再
開
発
か
ら
の
撤
退
、
畑
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
を
迫
り
ま
し
た
。

知
事
は
府
民
の
く
ら
し
の
視
点
か
ら
再
検
討
せ
よ

水
道
料
金
値
上
げ
ス
ト
ッ
プ
！

ダ
ム
計
画
の
見
直
し
を

三
浄
水
接
続
の
府
営
水
道
問
題

府議団は10月８日、「府営水道料金の値上げを
抑え、府民の暮らしを守るための提案」を発表
し、府に申し入れました。（提言の全文は、ホー
ムページをご覧下さい）
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こ
の
提
案
に
対
し
、
知
事
は
「
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
は
慎
重
に
」
と
財
政
論
を
繰
り
返
し
、「
水

需
要
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
か
ら
府
営
水

へ
の
転
換
を
」
な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、「
府
の
水
道
会
計
は
健
全
だ

が
、
市
町
は
火
の
車
で
大
幅
値
上
げ
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
異
常
だ
。
こ
れ
以
上
の
地

下
水
削
減
は
や
る
べ
き
で
な
く
、
地
下
水
の
役
割
を

認
識
し
、
そ
の
活
用
、
保
全
に
府
は
本
来
援
助
す
べ

き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

天
个
瀬
ダ
ム
再
開
発
か
ら
の
撤
退
、

畑
川
ダ
ム
建
設
の
中
止
を

　

四
百
三
十
億
円
も
の
巨
額
を
費
や
す
天
ヶ
瀬
ダ
ム

（
宇
治
市
）
再
開
発
計
画
か
ら
の
撤
退
の
決
断
を
知

事
に
迫
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
大
な
人
口
・
水
需
要
予
測
に
よ
る
計
画

だ
と
中
止
を
求
め
て
き
た
畑
川
ダ
ム
（
京
丹
波
町
）

計
画
に
つ
い
て
、
今
議
会
に
本
体
工
事
契
約
議
案
が

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
建
設
強
行
は
や
め
る
こ
と
、

国
の
補
助
を
前
提
に
し
た
契
約
案
件
は
撤
回
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
見
直
し
要
求
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

財
界
主
導
の
計
画
に
反
対
せ
よ

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
道
州
制
は
財
界
が
「
究
極
の

構
造
改
革
」
と
位
置
づ
け
推
進
し
て
い
る
こ
と
、
関

西
広
域
連
合
は
関
西
財
界
が
大
阪
中
心
の
開
発
に
他

府
県
を
協
力
さ
せ
る
思
惑
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
府

議
会
の
特
別
委
員
会
で
、
共
産
党
以
外
の
会
派
か
ら

も
「
関
西
広
域
連
合
を
今
の
段
階
で
作
る
の
に
は
反

対
」と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

そ
し
て
知
事
に
、
道
州
制
に
反
対
し
、
関
西
広
域
連

合
の
議
論
は
中
止
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
が
、
知

事
は
「
議
会
と
府
民
の
ご
理
解
を
得
て
進
め
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

舞
鶴
港
へ
の
米
艦
船
入
港
に
際
し
て

は
、
核
搭
載
の
有
無
を
確
認
せ
よ

　

ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
新
政
府
が
「
核
密
約
」
の
真

相
究
明
を
表
明
し
、
外
務
大
臣
が
調
査
の
命
令
を
出

し
て
い
る
も
と
で
、
知
事
が
こ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
改

め
、
舞
鶴
港
へ
の
米
艦
船
の
入
港
に
際
し
て
は
、
核

搭
載
の
有
無
を
確
認
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
、港
湾
管
理
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
外
交
や
防
衛
の
問
題
は
、
国
が
一
元
的
に
行
動
す

べ
き
も
の
」
と
答
弁
し
、
そ
の
責
務
を
放
棄
し
ま
し

た
。

　府営水の基本水量の是正を求めましたが、知事は
自治体の水源（地下水）を減らし、府営水への転換
が必要と答えるなど、住民の願いに背を向けました。
　自公政権が退場し、ダム建設の中止・見直しが求
められている時、質問した時点では国交省が見直し
対象にあげていた天ヶ瀬ダム再開発も、「推進する」
と答え、従来の答弁を繰り返しました。
　畑川ダム建設も駆け込み入札を実施し、今議会に
契約案件として提出しました。私は、兵庫県が国予
算の見極めが必要として、県営ダムの入札を延期し
ていることを示し、撤回を求めましたが、知事はあ
くまでダム推進に固執しました。
　新しい政治の変化と住民の願いに背く知事の姿勢
が浮き彫りになった答弁でした。力を合わせて府政
の転換をと決意を新たにしています。
	 ［まえくぼ義由紀］

ダ
ム
計
画
の
見
直
し

道
州
制
と
関
西
広
域
連
合

核
密
約
問
題

　税務共同化関連予算の財源に、国の「地域活性化・経済危機対
策事業費」をあてています。税務共同化がどうして緊急経済対策
になるのか、全く道理がありません。景気対策というのなら、廃
業・倒産の危機に追い込まれている中小企業への固定費助成制度
をつくるべきです。
　さらに、「税務共同機構」の事務所に城南勤労者福祉会館の一
部をあてるとされましたが、これも「勤労者の福祉のため」とい
う勤労者福祉会館設置条例に反するものです。あまりにもむちゃく
ちゃです。理事者は理事者なりに筋の通る論理を立てるべきです。
　「１月からスタート」としてきましたが、実際は「無理」とい
う話です。ごり押しはやっぱりほころびが出ます。 

「無理が通れば道理が
引っ込む」のか？

新井　進（京都市北区）
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﹃
京
都
議
定
書
﹄
の
地
の
知
事
は
温
室
効
果

ガ
ス
三
〇
％
以
上
削
減
目
標
を
掲
げ
よ

舞
鶴
石
炭
火
電
二
号
機
の
建
設
中
止
を
求
め
よ

　

か
み
ね
史
朗
議
員
は
、
鳩
山
新
政
権
が
「
温
室
効
果
ガ
ス

を
一
九
九
〇
年
比
で
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
五
％
削
減
す

る
」
と
い
う
中
期
目
標
を
国
際
公
約
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
日
本
共
産
党
も
支
持
・
協
力
す
る
」
と
表
明
し
、
二
五
％

削
減
目
標
に
抵
抗
す
る
産
業
界
を
強
く
批
判
し
ま
し
た
。

「﹃
京
都
議
定
書
﹄誕
生
の
地
で
あ
る
京
都
の
知
事
が
、三
〇
％

以
上
を
削
減
す
る
野
心
的
な
中
期
目
標
を
掲
げ
て
新
政
権
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
産
業
界
の
姿
勢
に
も
積
極
的
に
対
処

す
る
こ
と
」
を
求
め
、
と
り
わ
け
「
Ｃ
Ｏ
２
の
最
大
の
排
出

源
で
あ
る
電
力
業
界
に
も
の
を
言
い
、
舞
鶴
石
炭
火
力
発
電

所
二
号
機
の
建
設
中
止
、
一
号
機
の
稼
働
停
止
を
関
西
電
力

に
求
め
よ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
二
五
％
削
減
目
標
は
「
ア
メ
リ
カ
や
中
国
の
参

加
を
前
提
に
し
た
も
の
」
と
消
極
的
姿
勢
を
示
し
、
舞
鶴
石

炭
火
力
発
電
所
の
二
号
機
建
設
中
止
、
一
号
機
の
稼
動
停
止

に
も
背
を
向
け
ま
し
た
。

家
賃
や
機
械
の
リ
ー
ス
代
な
ど
、

固
定
費
へ
の
補
助
制
度
の
創
設
を

　

次
に
、
町
工
場
の
深
刻
な
実
態
に
ふ
れ
、「
仕
事
量
が
半

減
し
、
コ
ス
ト
も
た
た
か
れ
て
四
〇
％
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
の

先
、
仕
事
量
が
増
え
る
見
通
し
も
な
い
。
毎
月
の
資
金
繰
り

が
き
び
し
く
、
機
械
の
リ
ー
ス
代
月
百
五
十
万
円
が
非
常
に

重
い
」
等
の
町
工
場
の
社
長
さ
ん
の
声
を
紹
介
。
も
の
づ
く

り
の
宝
で
あ
る
町
工
場
の
技
術
力
と
集
積
を
緊
急
に
守
る
た

め
に
、
家
賃
や
機
械
リ
ー
ス
代
な
ど
、
固
定
費
へ
の
補
助
制

度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、住
民
生
活
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
て
い
る
地
域
の
飲
食
店
や
小
売
店
等
の
業

者
に
つ
い
て
も
、
営
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
固
定
費
へ
の

助
成
を
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

商
工
労
働
観
光
部
長
は
、「
中
小
企
業
を
総
合
的
に
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
は
い
う
も
の
の
、
家
賃
な
ど
の
補
助
制

度
に
は
ふ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
信
障
害
対
策
は
国
の
責
任
で
調
査
・
地
元
協
議
を

市
民
税
非
課
税
世
帯
す
べ
て
に
受
信
機
の
無
料
化
を

　

最
後
に
、
か
み
ね
議
員
は
、
テ
レ
ビ
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
完
全
移
行
す
る
二
〇
一
一
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
二
年

を
切
っ
た
も
と
で
、
遅
れ
て
い
る
受
信
障
害
共
聴
施
設
対
策

や
、
受
信
機
購
入
等
へ
の
支
援
制
度
の
拡
充
、
デ
ジ
タ
ル
化

実
施
時
期
の
延
期
な
ど
を
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

一般質問　鳩山首相が温暖化効果ガス₂₅％削減という中
期目標を国際公約したもとで、「京都議定書」
の京都府知事として、₃₀％以上の削減目標を持
つべきではないかと質しましたが、「アメリカ
や中国が大幅削減することが前提」「COP₁₅の
検討をみて府として検討する」と答弁。世界の
後からついていくという消極的な姿勢でした。
さらに、日本のCO2最大排出源である電力業界
の削減をすすめるために、年間₈₆₀万トン排出
の舞鶴石炭火力発電所の1号機、2号機の稼働
中止などを求めましたが、知事は事実上拒否し
ました。今世紀中に温度上昇を平均2度以内に
抑えるために、先進国は₂₀₂₀年までに₂₅％以上
のCO2削減をすすめる。これが世界的な共通認
識になっているのに、知事はその認識も決意も
もっていないと強く感じました。
	 ［かみね史朗］

かみね 史朗議員
（京都市右京区）

9月30日

9月28日、新日本婦人の会の皆さんが、細菌性髄膜炎ワク
チン接種への公費助成を求める請願の紹介議員を要請するた
め、党府議団に訪問され、懇談を行ないました。

地
球
温
暖
化
防
止

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

中
小
企
業
へ
の
緊
急
支
援
策
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無
保
険
状
態
を
な
く
す
た
め
資
格
証
発
行

や
め
、
短
期
証
は
無
条
件
で
本
人
に
渡
せ

　

上
原
ゆ
み
子
議
員
は
、
格
差
の
拡
大
や
「
貧
困
」
が
深
刻

化
す
る
中
で
、
失
業
を
契
機
に
無
保
険
と
な
る
人
や
、
国
保

の
保
険
証
が
窓
口
十
割
負
担
の
「
資
格
証
明
書
」
に
切
り
替

え
ら
れ
た
り
、「
短
期
保
険
証
」
が
役
所
に
留
め
置
き
さ
れ
、

事
実
上
の
無
保
険
状
態
と
な
っ
て
い
る
世
帯
が
増
え
て
い
る

と
指
摘
。
相
談
に
の
っ
た
男
性
の
例
を
示
し
、「
資
格
証
明

書
」
の
発
行
を
中
止
す
る
こ
と
や
、
未
交
付
の
短
期
保
険
証

を
、「
納
付
相
談
」
と
切
り
離
し
、
無
条
件
交
付
す
る
よ
う

市
町
村
に
求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
短
期
保
険
証
世
帯
の
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
に
、保
険
証
の
未
交
付
が
無
い
か
を
調
べ
、

無
保
険
の
子
を
な
く
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
国
に
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め
る

と
と
も
に
、
府
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
、
せ
め
て
通
院

も
小
学
校
卒
業
ま
で
無
料
に
す
べ
き
と
追
及
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
あ
っ
て
も
、
高
い
窓
口
負
担
が
あ
る
た

め
、
医
者
に
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
市
町
村

を
支
援
し
、
国
保
の
「
一
部
負
担
金
減
免
制
度
」
を
利
用
し

や
す
く
す
る
こ
と
や
、「
無
料
低
額
診
療
事
業
」
を
府
立
の

病
院
で
実
施
せ
よ
と
求
め
ま
し
た
。

　

山
田
啓
二
知
事
は
、
資
格
証
明
書
発
行
に
つ
い
て
、「
適

切
な
運
用
を
市
町
村
に
助
言
・
要
請
し
て
い
る
」
と
こ
れ
ま

で
の
答
弁
を
く
り
返
し
ま
し
た
。
理
事
者
答
弁
の
中
で
、
子

ど
も
保
険
証
未
交
付
に
つ
い
て
調
べ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、上
原
議
員
は
重
大
な
問
題
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

夜
間
定
時
制
高
校
の
定
員
増
で

生
徒
の
願
い
に
応
え
よ

　

今
の
定
時
制
高
校
は
、
中
学
時
代
に
不
登
校
を
経
験
し
た

生
徒
や
、
高
校
を
中
退
し
て
や
り
直
す
た
め
に
入
学
し
て
い

る
な
ど
、
高
校
に
行
き
た
い
、
社
会
の
一
員
に
な
る
た
め
の

力
を
つ
け
た
い
と
い
う
子
ど
も
の
願
い
を
保
障
す
る
場
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
指
摘
。

　

し
か
し
、
桃
山
高
校
定
時
制
の
普
通
科
定
員
が
八
十
人
か

ら
四
十
人
に
減
ら
さ
れ
る
な
ど
、
京
都
市
内
の
夜
間
定
時
制

高
校
の
募
集
定
員
が
減
ら
さ
れ
続
け
、
こ
の
三
年
間
だ
け
で

も
、
百
七
十
六
人
も
の
不
合
格
者
を
生
ん
で
い
る
事
実
を
示

し
、
募
集
定
員
を
増
や
し
、
希
望
す
る
生
徒
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
態
勢
を
整
え
よ
と
求
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
教
育
長
は
、
来
年
の
中
学
生
は
、
今
年
よ
り
増

え
る
見
込
み
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
時
制
高
校
の
定

数
増
に
つ
い
て
冷
た
く
拒
否
し
、「
全
日
制
の
希
望
が
多
い

の
で
、
全
日
制
の
定
員
を
増
や
し
た
」
と
、
ご
ま
か
し
の
答

弁
を
行
な
い
ま
し
た
。

一般質問　今回の質問では「誰もが安心して医療を受け
る権利をもっている」とし、無保険問題や一部
負担減免や低額無料制度など、積極的に推進す
ることを追及しました。
　子どもの無保険問題として、「短期証の留置
きの中に子ども世帯がいないのか」との質問に、
「調査できない」などという答弁があり、それ
でいいのかと怒りがわきました。再質問で「府
が府民の命を守るために本腰で手立てを講ずる
べき」と述べると、知事が「やってるじゃない
か」と小声で言ったのが聞こえました。
　定時制高校募集削減問題では、高校に行きた
い子どもを切り捨てる府教育委員会を、運動と
論戦でただしていくことが必要です。
　子どもの貧困をなくすことなどを知事選挙の
争点にし、みなさんとごいっしょに、今度は府
政を変えましょう。	 ［上原ゆみ子］

上原 ゆみ子議員
（京都市伏見区）

10月1日

9月18日、流行期に入った新型インフルエンザ対策の強化
で知事に第二次の申し入れを行ないました。
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台
風
九
号
に
よ
る
豪
雨
被
害
の
早
期
復
旧
を

　

梅
木
の
り
ひ
で
議
員
は
、
八
月
の
福
知
山
市
を
中
心
と
し

た
豪
雨
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
五
年

前
の
台
風
二
三
号
に
よ
る
災
害
復
旧
箇
所
が
再
び
被
災
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
災
害
復
旧
の
あ
り
方
を
原
状
復
旧
に

留
ま
ら
ず
、
多
発
す
る
集
中
豪
雨
に
も
耐
え
ら
れ
る
工
事
が

実
施
で
き
る
よ
う
制
度
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
事

前
に
被
害
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
箇
所
が
連
続
す
る
場
合
は
、

予
防
的
な
工
事
も
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
、
農
地
の
災
害

復
旧
の
対
象
と
な
ら
な
い
四
十
万
円
以
下
の
被
害
地
に
対
す

る
府
独
自
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
、
福
知
山
市
の
潜
没
橋
に

つ
い
て
洪
水
時
の
通
行
止
め
指
示
が
遅
れ
た
こ
と
の
検
証
を

行
な
う
こ
と
、
職
員
体
制
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

土
砂
災
害
危
険
区
域
内
に
建
設
さ
れ
た
老
人
福
祉
施
設
な
ど

の
早
急
な
砂
防
工
事
対
策
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

地
元
左
京
区
で
急
速
に
進
ん
で
い
る
ナ
ラ
枯
れ
に
つ
い
て

は
、
土
石
流
警
戒
区
域
の
指
定
に
も
関
わ
っ
て
、
防
災
の
観

点
か
ら
ナ
ラ
枯
れ
対
策
及
び
森
林
管
理
を
一
層
強
化
す
る
こ

と
、
京
都
市
内
の
三
山
を
対
象
と
し
た
「
古
都
の
森
再
生
事

業
」
の
対
象
を
周
辺
山
間
部
に
ま
で
広
げ
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。府

民
公
募
型
公
共
事
業
の
手
続
き
簡
素
化

「
小
規
模
工
事
希
望
者
登
録
制
度
」の
創
設
を

　

八
月
末
で
千
九
百
件
も
の
府
民
提
案
が
出
さ
れ
て
い
る
府

民
公
募
型
公
共
事
業
の
発
注
が
、
わ
ず
か
七
十
件
と
遅
れ
て

い
る
問
題
で
は
、
す
べ
て
の
提
案
に
対
し
、
現
地
調
査
を
行

な
っ
た
上
で
、
審
査
に
か
け
る
な
ど
事
務
量
が
多
い
こ
と
か

ら
、
手
続
き
の
簡
素
化
と
職
員
の
増
員
を
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
不
況
対
策
と
し
て
、
全
国
四
百
十
一
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
小
規
模
工
事
希
望
者
登
録
制
度
」
を
創
設
し
、

軽
微
な
工
事
は
、「
町
の
大
工
さ
ん
」
に
直
接
発
注
す
る
仕

事
お
こ
し
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
求
め
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を

　

府
発
注
の
公
共
工
事
の
下
請
け
保
護
と
末
端
労
働
者
の
賃

金
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
二
月
議
会
で
の
梅
木
議

一般質問　府議会には、私学助成の増額を求める請願署
名が、毎年数₁₀万筆寄せられる。国は、不況の中、
今年度の地方交付税を、私学高校生一人あたり
経常経費分として₅，₄₀₀円アップし、特別に授
業料助成分として₂，₀₀₀円を上積みした。総額
2億円である。以前は、9月議会でアップ分を
補正予算で増額したのだが、最近は補正予算を
組まなくなった。本来年度内に支給すべきなの
だ。特に今年は、不況対策として大幅に増額さ
れたのだ。「府の横取りではないか」という保
護者の声は当然である。「少なくとも授業料助
成分₂，₀₀₀円は支給すべき」と求めたが、増額
しないとの答弁であった。今年の教育署名では、
この声を集めて、今年度内の支給を実現させた
い。	 ［梅木のりひで］

梅木 のりひで議員
（京都市左京区）

10月 2日

開会日の24日、京都府学生自治会連合（京都府学連）と京
滋地区私立大学教職員組合連合（京滋私大教連）は、給付制
奨学金の創設などの意見書を国にあげるよう求める陳情書を
府議会に提出。各会派に要請を行ない、日本共産党府議団と
懇談を行ないました。

員
の
質
問
に
よ
り
、
草
刈
工
事
な
ど
役
務
の
提
供
に
も
最
低

制
限
価
格
の
設
定
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
評

価
し
た
上
で
、
九
月
二
十
九
日
千
葉
県
野
田
市
議
会
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
公
契
約
条
例
の
内
容
を
紹
介

し
、
京
都
府
で
も
制
定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

私
学
助
成
の
増
額
と
授
業
料
直
接
助
成
を

　

私
学
助
成
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
特
別
に
国
が
私
学
高
校

生
一
人
当
た
り
経
常
経
費
に
加
え
、
授
業
料
助
成
と
し
て
二

千
円
を
交
付
税
に
上
乗
せ
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
府
の
補
正

で
増
額
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
料
減
免
制
度

に
つ
い
て
は
、
学
校
に
制
度
が
な
く
て
も
府
が
直
接
支
援
す

る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
、
一
月
末
の
申
請
締
め
切
り
後
も

追
加
申
請
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。　
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松
尾
孝
議
員
は
、
議
員
団
を
代
表
し
、
議
案
二
十
件
の
う

ち
、
第
八
号
議
案　

府
立
勤
労
者
福
祉
会
館
条
例
一
部
改
正

の
件
、
第
十
三
号
議
案　

一
級
河
川
畑
川
総
合
開
発
工
事
請

負
契
約
締
結
の
件
、
及
び
第
十
九
号
議
案　

京
都
地
方
税
機

構
と
京
都
府
と
の
間
の
公
平
委
員
会
に
係
わ
る
事
務
委
託
に

関
す
る
協
議
の
件
の
三
議
案
に
反
対
、
第
一
号
議
案　

平
成

二
十
一
年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
七
議
案
に

賛
成
の
立
場
で
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
う
ち
、地
方
税
機
構
分
担
金
と
第
八
号
議
案
、

第
十
九
号
議
案
は
、
税
務
共
同
化
の
推
進
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。

　

地
方
税
機
構
分
担
金
の
財
源
に
、
経
済
対
策
の
た
め
の
地

域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
が
当
て
ら
れ
た
こ

と
は
、
全
く
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
第
八
号
議
案
は
、

府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
一
部
を
、
勤
労
者
や
地
域
住

民
の
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
と
い
う
福
祉
会
館
設
置
目
的
に

反
し
、
地
方
税
機
構
の
事
務
所
に
供
す
る
条
例
改
正
で
す
。

　

第
一
号
議
案　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
私
立
高
校
生
の

授
業
料
減
免
制
度
の
拡
充
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ハ
イ

リ
ス
ク
患
者
受
け
入
れ
設
備
整
備
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開

設
な
ど
の
対
策
、
介
護
の
必
要
な
高

齢
者
の
住
宅
改
修
助
成
、
緊
急
雇
用

対
策
な
ど
府
民
の
要
求
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
賛
成
し
ま
し
た
。

　

第
十
三
号
議
案
は
、
畑
川
ダ
ム
本

体
の
建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
で

あ
り
、
反
対
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
五

千
ト
ン
の
用
水
を
確
保
し
、
旧
丹
波

町
・
瑞
穂
町
地
域
に
供
給
す
る
水
道

水
源
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
が
、
①
人
口
予
測
と
そ
れ
に
伴
う

水
需
要
予
測
が
ず
さ
ん
で
過
大
で
あ

議案討論　国交省がすすめているダム建設計画の見直
しは、近畿では滋賀県の大戸川ダム、丹生ダ
ムの凍結がほぼ本決まりです。
　京都でも畑川ダム（京丹波町）の再検討が
どうしても必要です。私はこの計画の当初か
らダムの必要性そのものを問題にし、利水上
も治水上も必要ないことを明らかにし、中止
を求める団の取り組みの先頭に立ってきまし
た。
　９月議会に提案された本体工事の請負契約
承認案件について、前窪議員が契約撤回を求
めましたが知事は応じませんでした。私も議
案討論でダムによらない水道用水確保が可能
なことを明らかにし、多大な住民負担を強い
るダム建設の中止、契約撤回を強く求め、承
認に反対しました。
　府政の刷新はいよいよ待ったなし。門さん
を知事に押し上げ府民本位の府政実現をと決
意を新たにしています。	 ［松尾孝］

松尾　孝議員
（京都市伏見区）

10月9日

　地球温暖化の原因であるＣＯ２削減の問題で、鳩山
首相は、2020年に90年比25%削減する中期目標を国連
気候変動サミットで国際公約しました。さぁ、「京都
議定書」誕生の地の京都府知事として、積極的役割が
求められているのです。ところが、知事は「アメリカ
や中国などの各国の出方や政府の政策を見て検討を進
めたい」旨の答弁に終始しました。
　その後開かれた農林環境常任委員会で、私は、舞鶴
火電２号機の建設を容認しながら、25％削減をどうし
てできるのかと厳しく追及しました。京都議定書採択
の地にふさわしい知事の誕生こそ求められていると実
感しました。

京都議定書採択の地に
ふさわしい知事を

さこ 祐仁（京都市上京区）

る
こ
と
、
②
事
業
所
等
の
水
需
要
予
測
も
同
様
に
恣
意
的
で

過
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
ダ
ム
建
設
事
業
費
の
町
負
担

は
水
道
料
金
に
転
嫁
さ
れ
大
き
な
住
民
負
担
に
な
る
こ
と
等

問
題
点
を
指
摘
し
、
請
負
契
約
締
結
は
撤
回
す
る
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
①
中
小
零
細
企
業
、
商
工
業
者
に
対
す
る
緊
急

支
援
と
し
て
、
家
賃
や
リ
ー
ス
代
な
ど
固
定
費
へ
の
助
成
を

す
る
こ
と
、
②
地
域
医
療
の
崩
壊
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ

な
い
課
題
で
あ
り
医
師
確
保
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
③

私
学
に
通
う
高
校
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
政
府
が
授
業
料

助
成
分
と
し
て
特
別
に
上
積
み
さ
れ
た
交
付
税
措
置
が
活
か

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
今
定
例
会
に
当
然
計
上
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
府
政
へ
の
信
頼
に
係
る
問
題
で
あ
り
、
十
一
月
補

正
に
は
必
ず
提
案
す
べ
き
こ
と
、
④
丹
後
の
高
校
募
集
定
員

問
題
に
つ
い
て
、
丹
後
地
域
の
深
刻
な
経
済
の
落
ち
込
み
な

ど
を
十
分
に
考
慮
し
て
、定
員
増
を
実
施
す
る
こ
と
を
指
摘
・

要
望
し
ま
し
た
。
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閉
会
本
会
議
で
は
、
提
案
さ
れ
た
十
一
件
の
意
見
書
と
二

件
の
決
議
案
に
つ
い
て
、
議
員
団
を
代
表
し
、
西
脇
い
く
子

議
員
が
、
す
べ
て
の
意
見
書
案
と
決
議
案
に
賛
成
の
立
場
で

討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
今
、
地
方
議
会
が
、
先
の
総
選
挙
で
示
さ
れ
た

く
ら
し
を
守
る
施
策
の
早
期
実
現
を
求
め
る
府
民
の
声
と
新

し
い
政
権
に
対
す
る
期
待
に
応
え
、
そ
の
実
行
を
国
に
求
め

る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
府
民
の
利
益
に
反
す
る
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協

定
）
の
よ
う
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
府
民
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
よ
う
国
に
求
め
る
役
割
も
示
し
た
上
で
、
新

し
い
政
治
を
前
に
進
め
る
た
め
、
わ
が
党
提
案
の
九
つ
の
意

見
書
案
と
二
つ
の
決
議
案
に
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、い
っ
た
ん
廃
止
し
、

老
人
保
健
制
度
に
戻
す
こ
と
、
負
担
増
に
対
し
て
は
国
の
責

任
で
財
政
措
置
を
行
な
い
、そ
の
上
で
国
民
合
意
の
も
と
で
、

安
心
で
き
る
制
度
設
計
を
行
な
う
よ
う
主
張
し
ま
し
た
。

　

生
活
保
護
の
母
子
加
算
と
老
齢
加
算
の
復
活
に
つ
い
て

は
、
大
不
況
の
中
、
仕
事
を
見
つ
け
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
や
母
子
世
帯
に
貧
困
が
集
中
し
て
い
る

問
題
や
、
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
が
国
民

生
活
全
体
の
水
準
を
引
き
下
げ
、
格
差
と

貧
困
を
さ
ら
に
広
げ
る
問
題
に
つ
い
て
も

指
摘
し
ま
し
た
。

　

給
付
制
奨
学
金
制
度
の
創
設
と
中
等
教

育
・
高
等
教
育
の
無
償
教
育
化
を
定
め
た

国
際
人
権
規
約
社
会
権
規
約
第
13
条
第
２

項
（
ｂ
）
お
よ
び
（
ｃ
）
の
留
保
を
撤
回

す
る
こ
と
、
私
学
助
成
の
拡
充
、
就
職
活

動
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
京
都

の
学
生
の
皆
さ
ん
や
教
育
関
係
者
等
か
ら

陳
情
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
給
付
制
奨
学
金

制
度
の
創
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
政
権

の
も
と
で
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

意見書・
決議案討論　新政権が、後期高齢者医療制度廃止や生活

保護の母子加算復活、高校教育無償化など明
言し、府民のみなさんは、新政権に対して一
日も早く実現してほしいと願っています。そ
んな府民の声に応え、政治をもっと前に進め
るため、積極的に国へ意見書を提出するのは
当然です。しかし、府議会では、新政権が明
言している施策について、民主党議員団から
「すでに国がやろうとしていることだから意
見書は必要ない」と、反対討論が行なわれま
した。
　さらに、府民生活厚生常任委員会に提出さ
れた母子加算と老齢加算復活を求める請願に
自民党議員は、「左翼系の弁護士があおって
裁判を起こしマスコミも扇動している」と、
とんでもない発言を行ないました。両会派の
姿を通じて、今度は地方議会も新しく変わら
なければと実感しました。	 ［西脇いく子］

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

10月9日

　

　「通学費の負担が月３万円以上になり、通学できない」
　通学費の負担軽減を願う声は、大きくなってきました。そ
うした中で今年度４月にさかのぼって、新たに低所得者に対
する通学費補助制度の拡充と、回数券も対象とすることが実
現しました。
　日本共産党議員団は、府民の皆さんとともに、くりかえし
拡充を求めてきたもので、やっとの思いがありますし、まだ
まだ不十分な点もあります。
　今、国の有り様は大きく変わろうとしています。
　京都府も府民の声と子どもたちの声を率直に受け止め、競
争と差別・選別の教育から、すべての子どもたちの教育権を
保障する教育行政へと大きく転換させることが必要です。
　新しい府政へ、ご一緒に変えていこうではありませんか。

府民の願いが届く
京都府政に

山内 よし子（京都市南区）

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
私
学
助
成
に
つ
い
て
も
、
国
と
京
都

府
に
対
し
、
抜
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
が
学
業
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
ル
ー

ル
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
会
社
訪
問
や
入
社
試
験
の
開
始
日

な
ど
の
ル
ー
ル
を
確
立
し
、
違
反
し
た
企
業
に
は
、
企
業
名

の
公
表
、
求
人
の
停
止
な
ど
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

中
小
企
業
の
借
入
金
返
済
猶
予
制
度
に
つ
い
て
は
、
請
願

が
多
数
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
で
は
、
日
本
経
済
の
も
の

づ
く
り
産
業
が
壊
滅
的
不
況
に
陥
り
、
中
小
企
業
の
経
営
環

境
が
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
亀
井
大
臣
の
法

案
提
出
発
言
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
強
調
し
、
早
急
に

制
度
を
創
設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
意
見
書
案
・
決
議
案
に
関
す
る
討
論
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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京都府議会９月定例会閉会本会議（10月９日）での請願の審査結果

京都府議会９月定例会閉会本会議（10月９日）での意見書・決議案の採決結果

請願名 請願者 紹介議員
会　　派

審査
結果

共
産
自
民
民
主
公
明
創
生

生活保護の母子加算復活の意見書採択を求める請願 全京都生活と健康を守る会連合会	
　代表者　平本克行 共産 不採択 ○ × × × ×

生活保護の老齢加算復活の意見書採択を求める請願 全京都生活と健康を守る会連合会	
　代表者　平本克行 共産 不採択 ○ × × × ×

後期高齢者医療制度の廃止を求める請願 京都社会保障推進協議会	
　議長　津田光夫 共産 不採択 ○ × × × ×

借入金返済猶予制度の創設を求める請願 京都府商工団体連合会	
　会長　伊藤邦雄 共産 不採択 ○ × × × ×

借入金返済猶予制度の創設を求める請願 協同組合京都府商工業者連盟	
　代表者　田口克己 共産 不採択 ○ × × × ×

借入金返済猶予制度の創設を求める請願 京都府山科民主商工会	
　代表者　志水邦彦 共産 不採択 ○ × × × ×

借入金返済猶予制度の創設を求める請願 京都府山科民主商工会婦人部	
　代表者　奥居澄代 共産 不採択 ○ × × × ×

後期高齢者医療制度のすみやかな廃止を求める請願 全日本年金者組合京都府本部	
　委員長　今井康雄 共産 不採択 ○ × × × ×

細菌性髄膜炎ワクチン接種への公費助成を求める請願 新日本婦人の会京都府本部	
　会長　森下聡子 共産 不採択 ○ × × × ×

日米ＦＴＡの推進に反対する請願 農林業と食料・健康を守る京都連絡会	
　代表者　佐々木幸夫 共産 不採択 ○ × × × ×

意見書案名 提出会派 採決結果 共
産
自
民
民
主
公
明
創
生

私学教育の振興に関する意見書案 自民・民主・公明・創生 可決 ○ ○ ○ ○ ○

地方における経済対策の着実な推進を求める意見書案 自民・公明 可決 ○ ○ × ○ ※

日米核密約の全容解明と非核三原則の遵守を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

生活保護の母子加算の復活を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

生活保護の老齢加算の復活を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

給付制奨学金の創設を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

学業と両立できる就職活動のルールづくりを求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

国際人権規約社会権規約第13条第２項（b）及び（c）の留保撤回を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

借入金返済猶予制度の創設を求める意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

日米ＦＴＡ（自由貿易協定）に反対する意見書案 共産 否決 ○ × × × ×

細菌性髄膜炎ワクチン接種への公費助成の実施を求める決議案 共産 否決 ○ × × × ×

私学助成の充実を求める決議案 共産 否決 ○ × × × ×

○：賛成、×：反対	
※自民・公明提案の意見書案について、創生フォーラムの佐々木幹夫議員は退場して採決に加わらず、創生の他の３議員は賛成した。	
共産＝日本共産党議員団　自民＝自由民主党議員団　民主＝民主党議員団　公明＝公明党議員団　創生＝京都創生フォーラム
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今度は
新しい知事の誕生へ
　力をあわせて
　　がんばります

かみね 史朗 原田　完 山内 よし子 西脇 いく子 上原 ゆみ子 さこ 祐仁
議会運営委員、商工労働観
光常任委員、少子高齢社
会・青少年対策特別委員

商工労働観光常任委員、
京都再生・ブランド戦略
特別委員

文教常任委員、地球温暖
化対策特別委員

府民生活・厚生常任委員、
防災・暮らしの安心安全
対策特別委員

文教常任委員、少子高齢社
会・青少年対策特別委員

農林環境常任委員、京都
再生・ブランド戦略特別
委員

新井　進 まえくぼ義由紀 梅木のりひで みつなが敦彦 松尾　孝
議員団長
警察常任委員、「関西広
域連合（仮称）」に関す
る特別委員

議員団副団長
議会運営委員（理事）、
総務常任委員、「関西広
域連合（仮称）」に関す
る特別委員

議員団副団長
建設交通常任委員、防災・
暮らしの安心安全対策特
別委員

議員団幹事長
議会運営委員、府民生活・
厚生常任委員、「関西広
域連合（仮称）」に関す
る特別委員

農林環境常任委員、地球
温暖化対策特別委員

京都をズタズタにしてきた府政の転換の必要性が浮きぼりに　【9月議会の特徴】

「
構
造
改
革
路
線
ノ
ー
」の

審
判
と
、新
し
い
政
治
の 

変
化
に
背
を
向
け
る
知
事

　

本
会
議
質
問
で
は
、
小
泉
内
閣

発
足
の
翌
年
に
就
任
し
た
山
田
知
事

が
、「
小
泉
改
革
に
私
も
同
感
」
と

述
べ
、
構
造
改
革
路
線
を
京
都
府
に

持
ち
込
ん
で
き
た
結
果
、
京
都
の
経

済
、
雇
用
、
中
小
零
細
企
業
、
医
療・

福
祉
、
教
育
、
農
業
、
地
方
自
治
が

ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
て
き
た
姿
を
示
し
、

そ
の
反
省
と
転
換
を
迫
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
知
事
は
、「（
規
制
緩
和

や
合
併
な
ど
）
ど
ん
な
も
の
に
も
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
」

と
開
き
直
っ
て
反
省
を
拒
否
し
、
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
も
「
す
べ
て
市

町
の
議
会
が
議
決
し
、
最
終
的
な
判

断
は
市
・
町
長
が
さ
れ
た
こ
と
」
な

ど
と
、
無
責
任
な
官
僚
答
弁
に
終
始

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
政
治
の
変
化
に
背
を
向
け

る
知
事
の
姿
勢
も
浮
き
ぼ
り
に
な
り

ま
し
た
。

　

最
大
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
源
で
あ
る
電
力

業
界
に
も
の
を
言
い
、
舞
鶴
石
炭
火

力
発
電
所
の
建
設
・
稼
働
停
止
を
関

西
電
力
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し
た
が
、

知
事
は
こ
れ
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

　

ダ
ム
建
設
の
中
止
、
見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
畑
川
ダ
ム
建

自
民
・
公
明
が
提
案
し
、
わ
が
党
も

賛
成
し
た
、
緊
急
経
済
対
策
の
た

め
の
財
源
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と

を
求
め
た
「
地
方
に
お
け
る
経
済
対

策
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書

案
」
に
も
反
対
す
る
な
ど
、
オ
ー
ル

与
党
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
の
か
ど
う

か
、矛
盾
と
混
迷
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

「
京
都
再
生
」「
ふ
る
さ
と

再
生
」
へ
全
力

　

こ
の
ほ
か
、
共
産
党
府
議
団
は
代

表
質
問
で
、
宇
治
・
木
津
・
乙
訓
の

三
浄
水
接
続
に
と
も
な
い
、
水
道
料

金
値
上
げ
を
抑
え
る
努
力
と
工
夫
を

知
事
に
求
め
、さ
ら
に
議
員
団
の「
提

案
」
を
発
表
し
、
府
に
申
し
入
れ
ま

し
た
。

　

来
春
の
知
事
選
挙
ま
で
あ
と
半

年
。
九
月
議
会
閉
会
日
に
開
か
れ
た

「
府
民
大
集
合
」
は
五
千
人
の
参
加

で
、
府
政
転
換
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
府

民
と
力
を
あ
わ
せ
て
、「
京
都
再
生
」

「
ふ
る
さ
と
再
生
」
で
「
ひ
と
・
い

の
ち
が
大
切
に
さ
れ
る
府
政
」
実
現

へ
、
全
力
を
尽
く
す
も
の
で
す
。

　
九
月
府
議
会
は
、
先
の
総
選
挙
で
、
弱
肉
強
食
の
競
争
社
会
づ
く
り
の
強

行
で
、国
民
生
活
を
切
り
捨
て
て
き
た
「
自
公
政
治
に
ノ
ー
」
の
審
判
が
下
っ

た
新
し
い
情
勢
の
も
と
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
府

民
の
運
動
と
結
ん
で
、
新
し
い
政
治
を
前
に
進
め
、
府
政
転
換
を
求
め
る
攻

勢
的
な
論
戦
を
行
な
い
ま
し
た
。

設
を
八
月
二
十
四
日
に
駆
け
込
み
入

札
し
た
こ
と
に
加
え
、
国
交
省
が
見

直
し
対
象
に
あ
げ
て
い
る
天
ヶ
瀬
ダ

ム
再
開
発
も
「
必
要
」「
推
進
を
求

め
て
い
く
」
と
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊

の
ダ
ム
建
設
に
固
執
し
ま
し
た
。

　

舞
鶴
港
へ
の
米
艦
船
の
入
港
に
際

し
て
、
核
搭
載
の
有
無
を
確
認
す
べ

き
と
求
め
た
の
に
対
し
、
知
事
は
港

湾
管
理
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
外
交
、
防
衛
は
国
が
一
元
的

に
行
動
」
と
答
弁
し
、「
非
核
三
原

則
の
厳
守
」「
核
な
き
世
界
」
の
た

め
に
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
な
い
態

度
で
し
た
。

矛
盾
と
混
迷
に 

陥
っ
て
い
る
他
会
派

　

政
権
を
退
場
に
追
い
込
ま
れ
た
自

民
党
は
、
代
表
質
問
で
、
民
主
党
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
問
題
点
を
指
摘
し
た

も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革
路

線
へ
の
反
省
が
な
い
た
め
、
ま
と
も

な
批
判
に
は
な
ら
な
い
矛
盾
を
あ
ら

わ
に
し
ま
し
た
。

　

民
主
党
は
、
わ
が
党
が
府
民
の
請

願
や
陳
情
を
ふ
ま
え
て
提
出
し
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
」

「
生
活
保
護
の
母
子
加
算
復
活
」
な

ど
を
求
め
る
意
見
書
に
、「
す
で
に

新
政
権
で
具
体
化
に
入
っ
て
い
る
」

と
述
べ
て
反
対
し
ま
し
た
。
一
方
、

　

ト
ス
テ
ム
綾
部
工
場
が
来
年
三
月

末
に
閉
鎖
さ
れ
る
と
の
報
道
で
、
か

み
ね
史
朗
議
員
は
十
月
六
日
の
商
工

労
働
観
光
常
任
委
員
会
で
、「
撤
退

し
な
い
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
誘

致
し
た
京
都
府
の
責
任
だ
」
と
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
日
は
綾
部
市

議
団
と
と
も
に
、
現
地
を
訪
れ
、
事

情
を
聞
き
ま
し
た
。

ト
ス
テ
ム
綾
部
工
場
閉
鎖
の
報
道
で

「
撤
退
さ
せ
な
い
働
き
か
け
」求
め
る


